




要約:未熟児網膜症(以下 ROP)に罹患、特に重症化した児を、退院後いかにケアしていく

かは、眼科医の立場からも、家族の立場からしても重要な課題である。しかし、ケアの方

法を考えるにあたり、視覚発達の大体の程度を個々の児について把握していなければ適切

な指導が困難である。今回は、視覚発達を推定する因子としてフラッシュ視覚誘発電位

(F-VEP)を使用し、活動期 ROPとの関連について検討した。使用した因子は、N70、P100、

P150 潜時の 3 成分で、Ⅰ型 3 期初期以上の重症 ROP 群では Pl00 潜時が有意に延長してい

たが、N70 潜時と P150 潜時については、有意な関連はなかった。今回、検査に協力の得

られた対象例が少なかったため、明らかな結果とは言い難いが、F-VEP で定期的に観察し

つつ、その結果を生活指導の参考にすることは価値あることと考える。


